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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●ポスターセッション配置（仮）
表紙
きらり１　あさひ１
きらり２　あさひ２
きらり３　あさひ３
きらり４　あさひ４

●わかりやすいように、きらりは緑の枠線、あさひはオレンジの枠線とした。
　きらりの各ページのタイトルも緑にしている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●動機→目的の構造
●2人とも動機はいくつか。いろいろな言い方があるが、子どもとのかかわりをもつことで、それらを満たしたいと考えた。

私は将来、子供たちの心理面の支援に関わる仕事に就きたいと考えていたが、具体的な職場をイメージすることが出来なかったため、今回実際の支援の現場を体験したいと考えた。


@

RERFEDEXZNBERVFTHRAE

BEREBREFETAH—EX

~

-
HEEZICSTOIERNGEMFEDIEE,

KD G5 RE

A B OE R

#8715 & (WAMNET)
N J
: . i )
@ E (R EEIAR
IREOED, FEN#HE (BN,
K7°—)l/) CEBENEL EU

B —— )
BEEORTEXIFAERIZ, @FFICE

Y, EFREN DR LDT= DLELF
R, L REDRFTDREFZEITD

(WAMNET)
N\

”bEWM@%ﬁW@

RED:XU, FEHE (D=

Mws =L EE

J



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●一つ目の説明は事業内容。　サイト「WAMNET(http://www.wam.go.jp/content/wamnet/pcpub/jidou/handbook/service/c078-p02-02-Jidou-07.html)」より引用
　二つ目の説明はきらりでの具体的な活動内容。
　きらりでの活動の詳細は以下。

●児童発達支援
対象者：身体に障害のある児童、知的障害のある児童または精神に障害のある児童（発達障害児を含む）
きらりでは、就学前の児童を能力・発達別に組み分けして活動
具体的な活動内容は以下
・児童の送迎（バス、保護者）
・活動補助（朝の会、バルーン、かえる体操、マット運動、プール、トイレ）
・食事介助（おやつ、給食）
・遊び（ブロック、きりんの乗り物、人形、DVD鑑賞）

●放課後等デイサービス
対象者：学校教育法に規定する学校（幼稚園、大学を除く）に就学している障害のある児童
きらりでは、２つのグループに分けて活動
具体的な活動内容
・児童の送迎（バス、保護者）
・活動補助（朝の会、トイレ）
・園外活動（ＪＲ直方駅・筑豊直方駅で電車見学、環境ステーション【吉丸】)
　　　　　　　　(めんべい工場見学、交通教室【鍋倉】)
・遊び（ボール、ブロック、トランプ、絵本、黒ひげ、ビーズ、DVD鑑賞）
・おやつ

私は放課後等デイサービスを２日間、児童発達支援を３日間、体験した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●吹き出し→歯車の関係。
　体験中に吹き出しの中の気持ちを感じて、歯車の内容が必要ではないかと考えた。
　基本的に書いてあるとおりなので、それを説明する。補足してもよい。
●歯車は、これらが噛み合うことで支援が回るのではないかということを示した。

　2人の今回のプレ・インターンシップで学んだことをまとめて述べる。

主体性・積極性：子供たちに自分から話しかけたり、分からないことがある時にはすぐに職員の方に尋ねる。
　　　　　　　　　　　　自分から行動しないと子供たちに働きかけられない。
笑顔：笑顔でいることで打ち解けてくれる。
　　　　　試し行動や注意したことを繰り返す場面から子供たちの方からも接し方を探っていると分かった。
情況把握力・観察：子供たちの行動には理由があるため、それを汲み取り絶対に「問題児扱い」をせず自己肯定感を持てるように接する。
　　　　　　　　　　　　かなりの個人差があるため、特性や子供同士の関係性を観察し適切な支援を探る。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●漏斗の中の丸は、前ページの学んだことにあたる。
　丸の内容を行うことにより、吹き出しの中の内容が理解できる、または満たせると考えた。
●これらの要素を、ボランティアなど、今後の子どもとのかかわりに活かしていく。

ボランティア活動など様々な体験に参加し、子供たちの支援を行う上で今回学んだことを生かしていくと同時に、多くのことを学んでいきたい。
子供たちが今この場だけでなく将来、社会生活を送るための支援を行うことを常に忘れず、長期的にそれぞれの子供たちの特性や変化を観察しながら適切な援助を探ることの出来る支援者になりたい。
また、今回は目の前のことに精一杯になっていて、社会の一員としての意識を持って行動することや働くことの意義を十分に具体的にすることは出来なかったので、今後の活動で意識していきたい。地域と関わるボランティアなどで現場での改善点を提案するなど自分から仕事を探すことに挑戦したい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
幼稚園教諭を目指す身でありながら人と話すことが苦手。声が小さく目も合わせられない、そんな自分を変えたかった。子どもと目を合わせて話せるようになることを一番の課題として定めた。
あさひ幼稚園にこだわった理由は、自分が幼稚園教諭を目指すきっかけとなった憧れの先生を間近で見たかったから。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それ以外に。先生方は昼寝中も子供に付き添っていらっしゃったり、園児の迎えに来られた保護者の応対をされていた。また、私は体験初日にご挨拶だけさせていただいたが、先生方で朝礼も行われている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
子どもと目を合わせて話せるようになった、子どもだけではなく先生方とも。ここが一番成長したと感じる。精神的な面で、人と向かい合うことへの恐怖がなくなった。課題克服のために、子どもや先生と目が合ったときは逸らさないように心がけ、同時に睨んでしまわないようにも気を付けた
一方で会話のほかに難しいこともあった。
例えば、ポケットに手を入れたまま移動する、テーブルに腰掛けるなど。私たちはその危険性を理解しながらもやっていることがあるが、子どもにはそれが分からない。
子どもたちにはテーブルはテーブル、椅子は椅子と教えてるので先生という立場でやってほしくない。や、ポケットに手を入れたまま子どもが動くとバランス感覚も未発達な子どもは転んで怪我をする危険性が高い。など
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
なぜ課題が克服できたのか　　慣れていないから怖かったのだと考えた
その証拠に、体験で関わることのなかった保護者から帰る際などに声をかけられたがとっさに言葉が出てこずうろたえてしまった、目も見れなかった
また、慣れても語彙力がなければ会話は成り立たない、情報を正確に伝えるための語彙が必要
そして、幼稚園で働くためには様々な立場の視点を身につけなければいけない
子どもはもちろん、保護者(私たちからすれば園児であるが、保護者からすれば子どもである)
たくさんの人と話す（自ら声をかけに行く、ボランティアに積極的に参加をする）語彙を増やす（分からない言葉があったときは辞書を引く、読書量を増やす）目線（この言動はこの人だったらどう思うか考える）
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